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さる２月20日に「東京大学社会科学研究所ワーク・ライフ・バランス推進・研究プロジェクト」（以

下「本プロジェクト」）の研究成果報告会が開催され、同日、本プロジェクトの研究者メンバーが中心

となって執筆した『ワーク・ライフ・バランス支援の課題：人材多様化時代における企業の対応』（佐

藤博樹・武石恵美子編、東京大学出版会）が刊行された。 

本プロジェクトは 2008 年 10 月に発足した民間企業等との共同プロジェクトであり、筆者も 2011

年度から研究者メンバーとして参加させて頂いている。発足以来、企業等の実務担当者と研究者・コ

ンサルタントによって、企業・職場におけるワーク・ライフ・バランスに関わる課題に焦点を当てた

実態調査や「本音」の情報交換をもとに、現場に根ざした提言が行われてきた。 

今回刊行された『ワーク・ライフ・バランス支援の課題』は、本プロジェクトが早くから追い続け

てきた「ワーク・ライフ・バランスと働き方改革」（本書の第Ⅲ部）の課題と、2010 年前後から特に

顕在化してきた新たな２つの課題から構成されている。 

１つめの課題は「女性の活躍の場の拡大」である。ワーク・ライフ・バランスの支援に注力した企

業で女性の定着が進んだ一方、定着した女性が十分に活躍できていないのではないか、という課題が

浮き彫りになってきた。本書の第Ⅰ部は、この課題に正面から向き合い、課題の背景・本質を探り、

解決の方向性を示している。 

もう１つの課題は「仕事と介護の両立支援」である。高齢化が急速に進行するなか、親等の介護に

不安を抱えている、あるいは実際に介護に直面している社員の割合は、企業の想像を遙かに上回るケ

ースが少なくない。本書の第Ⅱ部は、介護への不安意識や実際に介護に直面している従業員の実態を

踏まえ、従業員が介護のために離職することなく、仕事と介護を両立しながら働き続けるための方策

を示している。 
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【本書の構成】 

序章 ワーク・ライフ・バランス支援の課題：人材多様化時代における企業の対応 

Ⅰ 女性の活躍の場の拡大 Ⅱ 仕事と介護の両立支援 Ⅲ ワーク・ライフ・バランスと

働き方改革 

１章 女性の仕事意欲を高める企業の取

り組み 

【Topic1】女性管理職の現状：2020 年

30％は実現可能か 

２章 女性の能力発揮を可能とするワー

ク・ライフ・バランス支援のあり

方 

【Topic2】短時間勤務制度利用の円滑

化：どうすればキャリア形成につ

ながるのか 

３章 男性の育児休業：取得促進のため

の職場マネジメント 

【Topic3】有期契約社員の育児休業取

得：何が課題なのか 

４章 介護不安を軽減するための職場マ

ネジメント 

５章 仕事と介護の両立に課題を抱える

社員の現状 

６章 企業による仕事と介護の両立支援

の課題 

【Topic4】欧州における仕事と介護の両

立：企業はどのように取り組んで

いるのか 

 

 

７章 仕事と生活の相互関係とワーク・

ライフ・バランス 

８章 ワーク・ライフ・バランス実現に

向けた職場マネジメント 

【Topic5】アメリカにおける管理職の意

識啓発研修：研修によって管理職

は変わるのか 

９章 企業のワーク・ライフ・バランス

推進と自治体の支援 

【Topic6】次世代法と企業による両立支

援：“くるみん”は何をもたらした

のか 

 

 

注：筆者は５章の執筆を担当。 

 

本書の「はじめに」にあるとおり、「企業の現場で生じている具体的な課題に向き合い、企業の実務

家と連携して共同研究を進めてきたことが、本プロジェクトの強み」である。また、研究が単なる研

究で終わるのではなく、研究成果が着実に、企業の現場を変える原動力になってきたという面でも、

本プロジェクトの貢献は大きかったと考える。 

本プロジェクトは、『ワーク・ライフ・バランス支援の課題』の次のステップとして、「多様性推進」

も含めて人材活用策のあり方を検討するために、2014年度からは「ワーク・ライフ・バランス＆多様

性推進・研究プロジェクト」として生まれ変わり、新たな地平を目指す。研究と実務が創り出す一種

のイノベーションに、筆者も引き続きメンバーの一員として、微力ながらお役に立ちたいと思ってい

る。 

 


